
主担当 達成度判断基準 集計結果 分析（成果と課題）及び後期の取組

１ ①
アクティブ・ラーニングやディスカッショ
ンを授業の中に導入するなど、授業の
工夫を図っている。

教務課
各教科

アクティブ・ラーニングやディスカッションにより
学習効果が高まる（ａ 強く ＋ ｂ やや）と感じて
いる生徒が、
　Ａ　８０％以上
　Ｂ　７０％以上
　Ｃ　６０％以上
　Ｄ　６０％未満

感じている ２０．０％　やや感じている ４８．２％ あ
まり感じていない ２４．３％ 感じていない ５．９％
感じている＋やや感じている＝６８．２％　Ｃ評価
（昨年度）
感じている １６．８％　やや感じている ４８．２％  あまり
感じていない２６．１％  感じていない６．４％
感じている＋やや感じている＝６５．０％　Ｃ評価

「感じている」＋「やや感じている」が昨年度より３．２ポイント
向上した。なおアクティブ・ラーニングやディスカッションにつ
いて、その内容面や改善の余地がある。日頃から授業成果
共有を行い、「思考する授業」を実践し、生徒が主体的能動
的に取り組む授業を増やしていきたい。

②
授業の中で生徒が自分の考えを述べ
る場面、論理的思考力を育成する場
面、教師と生徒とのやりとりの場面を
設定している。

教務課
各教科

日々の授業において、考える必要のある質問を
し、生徒が発表（発言）する場面を（ａ多く＋ｂ
時々）設定している割合が
　Ａ　９５％以上
　Ｂ　９０％以上
　Ｃ　８０％以上
　Ｄ　８０％未満

ａ多く設定５６．６％　ｂ時々設定３７．７％　ｃあまり
５．７％　ｄ全く０．０％
ａ＋ｂ=９４．３％

昨年度
ａ　４０．７％　ｂ　５７．４％　ｃ　１．９％　ｄ　０．０％
ａ＋ｂ＝９８．１％

Ａ評価＋Ｂ評価が９４．３％と昨年度より３．８ポイント下落した
が、Ａ評価（多く設定）について見れば１５．９ポイント上昇し
ている。この取り組みを一層拡充することで生徒の言語活動
の活性化を図るとともにさらに生徒自ら主体的能動的な力が
ついたと実感できるような授業へと結び付けていきたい。

③ 学習時間調査＊（　）内は前年度中間評価
家庭学習と授業内容の連動を図り、
学習習慣の確立と学習内容の質の向
上をめざす。

教務課
各教科

１,２年生で平日の平均家庭学習時間が120分
以上である生徒が、
　Ａ　８０％以上
　Ｂ　７０％以上
　Ｃ　６０％以上
　Ｄ　６０％未満

【１年】　３５．７％(４８．８％)    D評価
【２年】　４２．０％(６８．８％）　 D評価

前年度同時期に比べ、１、２年生ともに下回った。
現３年生は１年時より６０％以上を維持している。今後とも担
任、授業担当者、部活動顧問がそれぞれの立場で家庭学習
への意識付けを継続的に指導していくとともに、適切な課題
設定が必要である。

④
朝学習の充実により、学びにむかう主
体性を身につけ、学びの質を高める。

各学年 朝学習で学力や教養が身についたと考える生
徒の割合が
  Ａ  ８０％以上
　Ｂ　７０％以上
　Ｃ  ６０％以上
　Ｄ　６０％未満

１年：Ｃ評価（６７．５％）
２年：Ｂ評価（７７．６％）
３年：Ｂ評価（７４．１％）

重点目標 具体的取組

【１年】7月の時点では、中学校での学習状況の延長線のよ
うな試験前だけの学習で対応していた生徒が多く、日々の朝
学習の大切さに気付けない生徒が多くいたことは事実であ
る。それが個人面談等で自己の進路を意識して高校生活を過
ごさなければならないことを知り、自分に必要な力を身につ
けようと頑張る生徒が徐々にではあるが増えている。今後そ
ういう生徒をさらに増やし、学年全体で取り組んでいこうと
いう雰囲気作りが必要である。
【２年】昨年度から朝学習に積極的に取り組んだと実感して
いる生徒が学年の７９．５％おり、、朝学習に真摯に取り組
んでいる学年である。朝学習をひとつの軸として学習の良い
習慣ができている。朝の小テストだけにとどまらず、「再テ
スト」や「確認テスト」を行うことで、学力の定着を図って
いる。さらに、声掛け等を通して、事前に十分に取り組む生
徒をより増やしたい。
【３年】各教科、授業とシンクロさせた小テストや課題を工
夫し、その場限りの学習にならない内容を用意している。後
期は受験が近づいてくるので、コースに応じてより必要な内
容を精選して提供していきたい。

書くことを基本
に自らの考えを
整理し、深く思
考することで論
理的思考力お
よび批判的思
考力を育成し、
課題発見･解決
能力を身につ
け生きる力を育
成する。その
際、ＩＣＴ機器は
もとよりディス
カッションや反
転学習などアク
ティブ・ラーニン
グの手法を活
用する。
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主担当 達成度判断基準 集計結果 分析（成果と課題）及び後期の取組

２ ①
クラス全体の指導やきめ細かい個人
面談などを通し、生徒の進路意識を
高め、設定した進路目標を実現する
ために自ら能動的に学習し、学力を
高める努力をするような意識づけを行
う。

進路
指導課
学年
教科

【１・２年】９月の進路志望調査で、国公立大学を
目標とする生徒が
　Ａ　９０％以上　　　Ｂ　８０％以上
　Ｃ　７０％以上　　　Ｄ　６０％以上
【３年】９月の進路志望調査で、金沢大学以上を
目標とする生徒が
　Ａ　８０人以上　　　Ｂ　６０人以上
　Ｃ　４０人以上　　　Ｄ　４０人未満

【１年】
　　　　　９０．１％　　 Ａ評価
【２年】
　　　　　８９．５％　　 Ｂ評価
【３年】
　　　　　８３名　　　 　Ａ評価

②
進路指導課から各学年、教科に方針
を発信することにより、教員全体の相
互理解を深め、生徒の進路志望を実
現するための学力向上の取組を組織
的に行う。

進路
指導課
学年
教科

１,２年生の学力試験で国語、数学、英語の各教
科の全国偏差値が
　Ａ　平均偏差値５０以上
　Ｂ　平均偏差値４８以上
  Ｃ　平均偏差値４５以上
　Ｄ　平均偏差値４５未満

７月進研模試による　　（　）内は昨年同時期
【１年】
国語４７．７（４９．０）　数学４８．８（４９．６）
英語４５．２（４５．９）
【２年】
国語４９．０（４８．０）　数学５０．０（４６．７）
英語４７．４（４６．８）

　
７月進研模試の３教科総合全校偏差値は、１年が４６．８、２
年が４９．２であり、１年は昨年度を下回るも一昨年度を上回
り、直近３カ年の中間値であった。特に２年は昨年度及び１
年前の同時期を上回り、上位者が多かった２年前の卒業生
と比肩する数値に伸長してきている。評価は１１月の進研模
試で判断する。

③
１,２年生の国語・数学・英語の学力試験全国偏
差値５４以上の生徒が
　Ａ　５５人以上
　Ｂ　４５人以上
　Ｃ　４０人以上
　Ｄ　４０人未満

７月進研模試による全国偏差値５４以上の生徒
（　）内は昨年度同時期
【１年】　　２３名（２８）
【２年】　　６０名（４０）

７月進研の結果、全国偏差値５４以上の生徒は１年では２３
名、２年では６０名であった。２年は平均偏差値と同様に前年
度を大きく上回り、１年においては判定値の数値は低下した
ものの、最上位層となる偏差値６０の数値は昨年度と同数で
ある。
評価は１１月の進研模試で判断する。

④
金沢大学以上の国公立大学合格者数が
　Ａ　１５人以上
　Ｂ　１０人以上
　Ｃ　５人以上
　Ｄ　５人未満

国公立大学合格者数が
　Ａ　７０人以上
　Ｂ　６５人以上
　Ｃ　５５人以上
　Ｄ　５０人以上

難関私立大学合格者数が
　Ａ　２０人以上
　Ｂ　１５人以上
　Ｃ　１０人以上
　Ｄ　１０人未満

重点目標 具体的取組

１年は１学期からの文理選択指導や夏期補習中の文理選択
予備調査や早期の進路指導を手厚く行い、進路意識の涵養
と学習への意識付けを行っており、集計上初めて９０％を上
回った。
２年は１年次より継続して生徒の進路意識を高め、クラス全
体の指導やきめ細かい個人面談などを通し、高い志望を掲
げ学習に取り組ませたことでＢ評価と高い数値となった。
３年は金沢大学以上を目標とする生徒の割合が昨年度の３
年生の25％をさらに上回る27％となり、高い志望を叶えた先
輩たちの存在や継続した国公立を目標とする指導の成果で
あると考える。

個別面談や学
習活動を通した
きめ細かな指
導により、生徒
一人ひとりの可
能性を引き出
し、早期に高い
進路目標を持
たせ、進路実現
に向けての意
欲と主体性を育
む。



主担当 達成度判断基準 集計結果 分析（成果と課題）及び後期の取組

３ ①
保護者に「朝の挨拶運動」を始めとし
たＰＴＡ活動等に積極的に参加しても
らい、教育活動をバックアップしてもら
う。

総務課 学校行事やＰＴＡ活動で保護者が来校した回数
の平均が４回以上の割合が
　Ａ　７０％以上
　Ｂ　６０％以上
　Ｃ　５０％以上
　Ｄ　５０％未満

Ｄ：４回以上来校した保護者の割合は10.6%であ
る。３回以上来校した保護者の割合は31.8%で、昨
年より５ポイントほど増加しているが、２回以下
が過半数である。５月のＰＴＡ総会・学年別説明
会に403名が来校。朝の挨拶運動は５月21日～７月
19日まで30回実施し、予定の約70%が参加した。

挨拶運動参加率は70%と、昨年より参加率が10ポイント減っており、
中には挨拶運動不要の意見もある。仕事の都合で欠席という場合
もあり、７月の参加率は50%であった。一方で来校者数は増えてお
り、総会来校者には昨年比100名以上多かった。特に1年・３年の
保護者の関心が高い。一人あたり来校回数は減ったが、様々な形
で保護者と学校が近い関係であることが望ましいので、後期も教育
ウイークでの来校者増に取り組みたい。

②
本校の教育活動、生徒の活動の成果
をホームページ上に掲載し、広く情報
を発信する。

総務課 ホームページ上の更新回数が
　Ａ　４５回以上
　Ｂ　３５回以上
　Ｃ  ３０回以上
　Ｄ　３０回未満

Ａ　45回以上
今春ホームページを一新、更新がいつでも、どの
職員でもできるようになり、新しい情報が随時掲
載されている。（９月現在で100回以上）そのおか
げで、繰り返し見て楽しみにしてくれたり、役立
ててくれる方が確実に増えている。一方、見たこ
とがないという保護者が半数にのぼる。

保護者からの期待の声や、改善に役立つご意見をいただく
ので、それを取り入れて、さらに使いやすく良いものにして利
用者を増やしたい。

③
部活動の加入を促し、学校全体の活
性化を図る。生徒のチャレンジ精神と
部活動の実力向上を目指す。

生徒課 １,２年生の部活動の加入率が
　Ａ　９０％以上
　Ｂ　８５％以上
　Ｃ　８３％以上
　Ｄ　８３％未満

４月当初の部活動加入率は１年生100%、２年生
86%である。現在は、中途退部者がいるためポイン
トは下がっていると考えられる。

９月末に部活動加入状況の再調査を行い、各顧問と協力
し、中途退部者防止策や生徒に対して他の部への再入部の
支援体制を行う。

④
明倫祭の外部公開を継続し、校内開
催と校外開催の内容を検討し、本校
の外部に対する情報発信力を高め
る。

生徒課 １日目の来場者数が
　Ａ　９００名以上
　Ｂ　７００名以上
　Ｃ　５００名以上
　Ｄ　５００名未満

１日目(９/１　土)　８１４名
２日目(９/２　日)　４７６名
前年度(２９年度)
１日目(９/２　土)　７７０名
２日目(９/３　日)　４３９名

１日目はの増加は明倫祭に対する認知度や期待度が高まっ
ていることと、PTA役員の協力体制が確立していることが結
果と考えられる。
来年度もより良きものとするように、今年度の内容検討・吟味
を行う。

⑤
図書委員会による本の読み聞かせや
本の紹介カードの作成・展示、公立図
書館からの本の借り受けなど地域と連
携した活動を行うことで生徒のチャレ
ンジ精神の涵養を図る。

図書課 地域と連携した図書委員会活動の回数が
　Ａ　年間１０回以上
　Ｂ　年間８～９回
　Ｃ　年間６～７回
　Ｄ　年間６回未満

年度末に報告 現時点で、読み聞かせの活動やＰＯＰ制作など、4回の活動
を行っているので、今後さらに活動を進めていきたい。

重点目標 具体的取組

部活動や生徒
会活動の活性
化とともに地域
行事への積極
的参加に努め、
チャレンジ精神
の涵養を図り、
明るく活力ある
学校づくりを推
進する。



主担当 達成度判断基準 集計結果 分析（成果と課題）及び後期の取組

４ ①
登校指導や生活指導などを通して、
挨拶がしっかりできる人間の育成を図
る。

生徒課
各学年

生徒アンケートでは、挨拶をできている（よく当ては
まる）と答えた生徒は、７１%であった。
Ｂ評価

保護者や全職員による登校指導や、有志による挨拶運動に
よりあいさつをする環境が生まれ、生徒は自然と挨拶を行うよ
うになっている。後期も継続して行う。

②
登校指導や生活指導などを通して、
自ら身なりを正すことを通じて、規範
意識を育成する。

生徒課
各学年

全職員の共通理解の下、挨拶を通じての一声運動を行って
いく。

③
交通安全教室や街頭指導を通して、
自転車の安全運転の励行を図る。

生徒課
各学年

生徒アンケートでは、自転車マナー、法令を守っ
ている（よく当てはまる)と答えた生徒は、77%であっ
た。
Ｃ評価

規範意識自体は高いが、並列走行などに違反意識が薄い
生徒が若干存在しているのが、県警の指導実績報告からう
かがえる。細かな指導と啓発活動が急務である。

④
学校内外のボランティア活動への自
発的な参加を促すとともに、ボランティ
アに参加したことの達成感や地域貢
献への意識を高める。

生徒課
各学年

年度末に評価する。
　

秋以降は、ボランティアをより活発化させるための啓発、広告
募集活動を行う。

⑤
生徒の良好な人間関係作りを支援す
る。

相談室
各学年

B　学校生活が楽しいと答える生徒の割合は、全
体で82.7％であった。

1年、2年においては昨年のデータと大差ないが、3年では6
ポイント減少している。3年生に対するメンタル面での支援の
あり方を検討する。

⑥
情報の収集、共有を密に行い、困難
を抱えた生徒に対して早期に対応し
支援する。

相談室
生徒課
各学年

Ｂ　ａ＋ｂ92.7％ 生徒の状況についての情報交換が密に行われるようになり、
早期の対応が取られている。困難を抱えている生徒に対し
て、一人ひとりの状況に即した進路実現をめざして、支援を
継続していく必要がある。

⑦
保健環
境課

年度末に報告 現時点で44％が受診しており、さらに受診を勧めていきた
い。

⑧
図書課 年度末に報告 現在ののべ貸し出し数は680冊と低迷している。これは、7月

以降大規模改修工事により図書館の業務が大きく制約され
ていることの影響が大きい。工事終了後、様々な読書勧誘の
取組を行って行きたい。

重点目標 具体的取組

歯科検診の結果から自己の健康管理上、受診・
治療の必要性を理解し医療機関を受診した生
徒の割合が
　Ａ　６５％以上
　Ｂ　６０％以上
　Ｃ　５０％以上
　Ｄ　４５％未満

節度ある生活
習慣の確立に
努め、自ら挨拶
し、読書に親し
み、ボランティ
ア活動等にも
積極的に参加
する豊かな人
材の育成を図
る。

生徒同士や教職員、外部からの来客に対し、挨
拶を自分からすすんでしっかりとできた生徒が
　Ａ　８０％以上
　Ｂ　７０％以上
　Ｃ　６０％以上
　Ｄ　６０％未満

制服を意識的に正しく整えている生徒の割合が
　Ａ　９０％以上
　Ｂ　８０％以上
　Ｃ　７０％以上
　Ｄ　７０％未満

交通ルール（自転車の二人乗りや携帯電話を
操作しながら等の運転をしない）を遵守している
生徒が
　Ａ　９０％以上
　Ｂ　８０％以上
　Ｃ　７０％以上
　Ｄ　７０％未満

歯科検診の結果で健康管理上、受
診・治療が必要と診断された生徒に対
し、個人面談を通して自己の健康課
題を意識させ医療機関での受診率を
高める。

生徒一人あたりの本校図書館の年平均貸出冊
数が
　Ａ　６.０冊以上
　Ｂ　５.０冊以上
　Ｃ　４.０冊以上
　Ｄ　４.０冊未満

図書委員による図書便りや本の紹介
冊子の作成・発行などの図書案内や
各学年団と連携した一斉読書や読書
タイムといった読書指導によって、読
書に親しむ習慣を身に付けさせる。

ボランティア活動に、自発的に参加した生徒の
割合が
　Ａ  ６０％以上
　Ｂ　５０％以上
　Ｃ　４０％以上
　Ｄ　４０％未満

学校生活が楽しいと感じる生徒が
　A　９０％以上
　B　８０％以上
　C　７０％以上
　D　７０％未満

生徒の変化に対して　ａ（素早く対処し、解決に至っ

た）、ｂ（素早く察知し、対応することができた）の割合が
　Ａ　９５％以上
　Ｂ　９０％以上
　Ｃ　８０％以上
　Ｄ　８０％未満

生徒アンケートでは、服装・容疑の規定を守ってい
る（よく当てはまる）と答えた生徒は７４％であった。
Ｃ評価



主担当 達成度判断基準 集計結果 分析（成果と課題）及び後期の取組

５ ①
業務負担の軽減や時間管理の改善
などにより、職員の多忙化改善を進め
る

副校長
教頭

時間外勤務が８０時間を超える教職員の月平均
の人数が
　Ａ　２．０人未満
　Ｂ　３．０人未満
　Ｃ　４．０人未満
　Ｄ　４．０人以上

4月 11人　5月 12人  6月 8人　7月 9人
8月 4人

Ｄ評価

授業や校務、部活動指導で、月80時間を超える先生方は相
変わらず多い。100時間を超える先生も毎月平均3人あまりい
るのが現状である。業務改善や先生方の意識改革で、過重
な労働とならないようさらに取り組みを進めていきたい。

重点目標 具体的取組

教職員の資質
や指導力の向
上を図るととも
に、多忙化の改
善に取り組む。


